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1．．研研究究のの目目的的 
本研究は、教員による ICT の利用が学習効果に及ぼす影響を解明し、高校日本史における ICT を用い

た授業モデルを提案することを目的とする。 
現代社会において IT 機器は日常生活を送るうえで必要不可欠なインフラになり、我々は様々な場面で

IT 機器を利用し、生活の利便性を向上させている。このことは教育現場でも当然当てはまり、GIGA ス

クール構想が謳われ始めてから、児童生徒向けの一人一台端末と高速大容量通信ネットワークが一体的

に整備されてきた。文部科学省の調査によると、令和４年度時点で自治体の 99.9%が学習用端末の整備

を完了し、学校において ICT が使用されることはもはやスタンダードとなっている。コロナ禍の際にリ

モート授業での対応を行った経験も相まって ICT が学校生活の中に根付くようになり、今後 ICT の運用

を加速していくことで、多様な児童生徒に対して個別最適化された学習の提供や、協働的な学習の支援

を行い、創造性を育む学びに寄与していくことのみならず、授業準備や成績処理など教員の負担軽減を

行い、学校における働き方改革につなげていくことも期待されている。 
このように一口に ICT といっても様々な使用方法や目的があるが、いざ学校現場での活用の話となる

と、生徒たちがどのように ICT を活用して学習を行うかに焦点が当てられていることが多い。実際に高

等学校の学習指導要領が改訂され、令和 4 年 4 月から新課程が始まり、ここでは「何を学ぶか」ではな

く「どのように学ぶか」が重視されるようになった。そのため旧課程で行われていたような、教師が主

導で行う講義型の授業ではなく、児童生徒たちが主体的・対話的で深い学びを行うために参加型の授業

が近年は求められるようになってきた。現在、そのグループワークやプレゼンテーションなどの参加型

の授業が ICT との親和性が高いことから、ICT を活用することによって授業を効率的に行い、学習効果

を高めるような試みが多くの学校現場で行われている。 
しかし、高等学校の歴史科、特に大学受験をする生徒が多い学校において、講義型の授業を行わなけ

れば知識の絶対量が不足してしまうといった指摘がある。そのためカリキュラム内で講義型、参加型の

授業の配分のバランスを取りながら歴史の学習を行っていくことが、特に大学受験をする生徒たちにと

っては必要不可欠である。そこで参加型だけでなく講義型の授業を、ICT を使うことによってより効果

的に行うことができるのではないかと考えた。 
実際に筆者の経験として、ICT を教員が活用することによって学習効果が高まったと実感した事例が

ある。筆者が高校生三年生の時に受講した日本史の授業は、教員がパソコンで作成したスライドをプロ

ジェクターで投影し、板書と並行して解説を行う講義型の授業だった。その授業は、近代日本史で取り

扱われる膨大な情報量を、スライドを用いて視覚的に整理することを可能としていた。その結果、時代

の中で発生した歴史的事象がのちの時代の歴史的事象と結びついていることを捉える縦の視点と、同時

代に並行して起きた出来事を関連付けて結びつけるといった横の視点の二つの視点で日本史を捉える

ことができ、大学受験のための大きな一助となった。 
上記の経験から、教員が効果的に ICT を使うことによって生徒の学習効果を高めることができると考

える。本研究では自身の専門分野である高校日本史、その中でも講義型の授業において ICT を活用して

生徒の学習効率を高める授業モデルを検討・実践ののち提案し、今後の授業実践の一助となることを目

的とする。 

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

2．．問問題題のの所所在在とと先先行行研研究究 
2-1.教教員員のの ICT 活活用用のの不不安安 

現在社会活動を行ううえで IT 機器は身近な存在であり、多くの人が IT 機器を日常的に使いこなし

ている。学校現場も例外ではなく、パソコンやプロジェクター、電子黒板など様々な IT 機器を使う機会

がある。そのため学校活動や授業において IT 機器を使うことに対する不安は軽減されていると想定で

きるが、実際にはいまだ不安を感じる教員も少なくないと調査結果が出ている。 
ICT活用状況に関する小中学校調査(ベネッセ教育総合研究所 2014)では ICTを授業で活用することに

ついての不安が、「とても不安」「まあ不安」「あまり不安ではない」「全く不安ではない」の４件法で測

定されている。小学校では「とても不安」が 12.7%、「まあ不安」が 37.5%、「あまり不安ではない」が

40.6%、「全く不安ではない」が 6.7%であり、中学校では「とても不安」が 10.8%、「まあ不安」が 40.5%、

「あまり不安ではない」が 36.5%、「全く不安ではない」が 10.5%となっている。小中学校ともに約半数

の教員が授業で ICT を活用する際に不安を抱いていることが分かり、ICT 活用の不安の水準が高いとい

える。 
さらに令和４年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果(文部科学省 2023)では、教員

の ICT 活用指導力の状況についてまとめており、分野別の ICT 活用能力を「できる」「ややできる」「あ

まりできない」「全くできない」の４件法で測定したものをまとめている。このうち「できる」「ややで

きる」と回答した割合を算出した値が、「教材研究・指導の準備・評価・校務などに ICT を活用する能

力」では 87.5%、「授業に ICT を活用して指導する能力」では 75.3%となっている。一見どちらも高い水

準のように見えるが、日常的な学校業務をこなせる程度の ICT活用能力を有しているのにもかかわらず、

授業での ICT 活用においては不安を感じている教員が一定数いることは無視できず、授業内で ICT を活

用することは教員にとって心理的ハードルが高いと考える。 
上記のことからそもそも教員の授業内における ICT 活用の難易度が高いと推測する。それにもかかわ

らず、児童生徒たちが ICT を使用する授業を作成しようとしても、かえって効率の悪い授業になってし

まう恐れがある。授業活動における ICT の使用手段は三つあり、一つ目は、教員がどう使うか。二つ目

は、生徒がどう使うか。三つ目は、教員と生徒がともにどう使うかである。それぞれに使用上での課題

はあるが、自分自身で使うことに不安を感じていると、すべての使用手段で不安を感じてしまうと考え

る。授業における ICT 活用が進み新たな ICT 活用の段階に入っている現在、教員による学習活動や授業

活動において使いづらい道具と判断されたら、学校教育において教員の ICT 離れが起こりかねない。そ

れを防ぐためにも、まず教員自身が ICT を使うという授業方法に焦点をあてて、解決していくことを考

えるべきだ。 
以上のことを念頭に置いたうえで、教員が ICT を活用する授業を作成、提案していく。その際、児童

生徒の学習活動や教員の学習支援のプロセスを踏まえて、そのプロセスにマッチした、ICT を活用した

授業モデルを学校現場へ提供することが必要不可欠である。加えて ICT を活用した授業モデルを検討す

る際、授業教材の作成と使用がなるべく簡潔になるように留意して作成していく。 
 

2-2.授授業業ににおおけけるる効効果果的的なな ICT 活活用用 
ICT が学校現場に普及してから、講義型の授業で活用する教員も一定数いる。しかしその教員全てが

学習効果を上昇させる使い方をしているとは限らない。ただ授業にツールとして取り込み、板書の代わ

りとして使うだけの授業を筆者自身これまでいくつも経験してきた。確かにそれは ICT を活用はしてい

るが、結果的に教員にとって「便利な」授業になっているだけであり、児童生徒にとって「わかりやす

い」授業になっているかを考えると、別の活用方法を考えなくてはならない。ICT を従来の授業の代替
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品として活用するのではなく、「わかる授業」を実現するためにこれまで培われてきた授業技術と ICT 活

用を融合していくことが肝心である。 
ICT は、教科書やノートなど児童生徒の手元にある教材とは異なり、プロジェクターで拡大投影する

ことを可能にする。児童生徒が正面に顔を向けるだけで発問や指示、説明を、視覚と聴覚の両方で訴え

て、児童生徒に強い印象を与えることができる。しかし終始それが続くと授業が単調になり、児童生徒

の関心を引くことが難しくなってしまうため、児童生徒に情報を提示するタイミングも調節する必要が

ある。 
堀田ら(2008)は、ICT を授業内で日常的に活用している小学校教員を対象に、授業活動における ICT 活

用の目的・頻度・タイミングについて調査を行っている。そこでは 45 分の授業の中で平均 19.0 分 ICT
が使用され、主に導入での「課題の提示」、展開での「教員の説明資料」、まとめの「繰り返しによる定

着」で最も多く使用された。特に導入の 5 分に限ると 83%の授業が ICT を使用していたと示している。

この結果から、効果的に ICT を使うためには、目的とタイミングに明確な意図をもって活用しなければ

ならないと考える。さらに河合ら(2008)は、「ICT 活用の目的を明確にして活用する場面を選択すること

(何の目的でどの内容をいつ見せるか)」と述べている。 
上記のことを踏まえて、授業活動における ICT 活用の本質は、操作の習熟度ではなく、適切な出力と

タイミングで児童生徒に情報を提示することを可能にする授業技術にあると考察する。ICT が普及する

以前の授業スタイルでは困難であった学習指導のポイントに、ICT を組み込むことでより効果的な学習

指導を行うことを可能にすることを踏まえたうえで、授業モデルを作成していく。 

3．．授授業業実実践践・・考考察察 
3-1.授授業業概概要要 
前節までをふまえて授業モデルを作成し、研究授業を行った。以下研究授業の詳細である。 
A.研究対象 
山梨県内公立高校 3 年生文系クラスの 16 名。県内有数の進学校であり、すでに日本史探求の全範

囲を授業で既習済みであるため、踏み込んだ内容の授業を行うことができる。また、クラスの全員が大

学受験をすることを考えているため、普段から大学受験に合わせた授業を受けていて、受験に必要な知

識を得ることを望んでいる。 
B.授業実施 
対象校が１コマ 90 分制を採用しているため、90 分の講義型授業を実施。なお、授業最後の 5 分間

で ICT を使用した授業に関するアンケート調査を実施した。 
C.授業単元 
授業タイトルを「松方財政から見る政策の意図」と設定。明治時代初期から 1890 年代までの財政を

中心に取り扱う。 
D.使用教材 
詳説日本史、ウイニングコンパス日本史の整理と演習、スライド 46 枚(パワーポイント)、プリント

3 枚(B4 が 1 枚、B5 が 2 枚)。 
E.ICT 環境 
教室前方の黒板の中央真上に大型ディスプレイが設置されており、普段の授業内でも活用される機

会が多い。また、生徒たちは一人一台ノートパソコンを所有しており、ICT を使用することになれてい

る。 
F.本時の展開 
本時展開は、は導入、展開①、展開②、展開③、終結、アンケート調査と段階を踏んで行った。90

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

分授業と通常に比べて長い授業時間であるため、生徒たちの集中を切らさないように工夫が必要であっ

た。 

3-2.テテーーママ選選定定理理由由とと目目標標 
前述のとおり、対象生徒は日本史の範囲をすべて既習のため、研究授業のテーマを自由に選択するこ

とが可能だった。そこで多量な資料が必要かつ歴史的事象が複雑に絡み合う単元をテーマとして設定す

ることで、ICT の利点をより享受できる授業が作成できると考え、内容が多量かつ複雑な近代、自身の

経験から特に学習に苦戦した財政を中心に取り扱うことにした。日本史は近代になると特にテーマ史が

多くなり、歴史的事象のつながりと時系列が認識しづらくなるため、学習することが難しい。対象であ

る生徒たちは大学受験をするため、より難易度が高いこの単元で研究授業をすることによって、学習の

一助になることができたら幸いである。 
本研究授業を行うにあたって、目標を以下の二点に設定した。一点目は、グラフ、写真などの資料を

活用することにより効果的な説明を行うこと。二点目は、同時代の政治・経済・文化的事象が関連して

いることを生徒に認識させることとした。 
一点目の目標は、ICT を活用することによって得られる恩恵に由来する。ICT を使う利点として、数

多くの資料を教師の意図したとおりに自由に活用できる点がある。通常紙の教科書と資料集を使って生

徒と資料を共有しようとすると、ページを前後に往復したりする必要があったり、学校の机では資料を

展開するのに十分なスペースがなかったりと生徒に余分な負担がかかってしまう。その点 ICT は生徒が

顔を上げるだけで資料の共有ができる他、資料を指し示すことで強調的な説明を可能とすることができ

る。この利点を活用することで、通常の ICT を使用しない授業と比較すると多くの資料を負担なく使用

することができる。このアドバンテージを利用して、多くの資料を簡潔にまとめて効果の高い授業を行

っていくことを目標とする。 
二点目の目標は、現行の教材が抱える問題点に由来する。対象が通常授業を行う際に使用している教

材は、「詳説日本史」と「ウイニングコンパス日本史の整理と演習」である。特に「ウイニングコンパス

日本史の整理と演習」を中心に取り扱っているが、これは大学受験をする生徒向けの教材であるため、

学習量が多いテキストである。特に近代の単元は、前述のとおり学習が難しい単元となっている。理由

としては、近代になると外交や内政、財政、文化、工業、農業などそれ以前の時代に比べてテーマ史が

多くなっていることが挙げられる。同教材でも同様にテーマ史を細かく扱っており、それぞれのテーマ

別に年表を作っている。つまり、同じ年代のことをまとめている年表が複数存在しているということだ。

そのため同年代における歴史的事象の横の関連性を結び付けることが難しくなってしまっている。この

問題点を解決するために、資料として以下のグラフを使用した(図 1)。このグラフを適宜モニターに表示

し、年代と様々なテーマ史における歴史的事象を結び付けて解説することによって、歴史の横のつなが

りを強く意識して学習に臨めるように授業を行っていくことを目標とする。 

3-3.研研究究授授業業のの工工夫夫 
本研究は ICT を効果的に使用することによって、学習効果を高める授業を作成することを目的として

いる。ここでいう ICT の使用とは、主にパワーポイントで作成したスライドを用いて講義型の授業を行

うことを示す。ICT によって学習効果を高める授業を作成するうえで注意しなければならないことは、

2-2 でも述べたように、ただ ICT を便利なツールとして使うだけにとどまることを防ぐことである。そ

のために以下の二点に留意し、研究授業案を作成した。 
① スライドの表記 

スライドを教材に使用するメリットとして、情報を小分けにして整理することが可能であるこ
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

品として活用するのではなく、「わかる授業」を実現するためにこれまで培われてきた授業技術と ICT 活

用を融合していくことが肝心である。 
ICT は、教科書やノートなど児童生徒の手元にある教材とは異なり、プロジェクターで拡大投影する

ことを可能にする。児童生徒が正面に顔を向けるだけで発問や指示、説明を、視覚と聴覚の両方で訴え

て、児童生徒に強い印象を与えることができる。しかし終始それが続くと授業が単調になり、児童生徒

の関心を引くことが難しくなってしまうため、児童生徒に情報を提示するタイミングも調節する必要が

ある。 
堀田ら(2008)は、ICT を授業内で日常的に活用している小学校教員を対象に、授業活動における ICT 活

用の目的・頻度・タイミングについて調査を行っている。そこでは 45 分の授業の中で平均 19.0 分 ICT
が使用され、主に導入での「課題の提示」、展開での「教員の説明資料」、まとめの「繰り返しによる定

着」で最も多く使用された。特に導入の 5 分に限ると 83%の授業が ICT を使用していたと示している。

この結果から、効果的に ICT を使うためには、目的とタイミングに明確な意図をもって活用しなければ

ならないと考える。さらに河合ら(2008)は、「ICT 活用の目的を明確にして活用する場面を選択すること

(何の目的でどの内容をいつ見せるか)」と述べている。 
上記のことを踏まえて、授業活動における ICT 活用の本質は、操作の習熟度ではなく、適切な出力と

タイミングで児童生徒に情報を提示することを可能にする授業技術にあると考察する。ICT が普及する

以前の授業スタイルでは困難であった学習指導のポイントに、ICT を組み込むことでより効果的な学習

指導を行うことを可能にすることを踏まえたうえで、授業モデルを作成していく。 

3．．授授業業実実践践・・考考察察 
3-1.授授業業概概要要 
前節までをふまえて授業モデルを作成し、研究授業を行った。以下研究授業の詳細である。 
A.研究対象 
山梨県内公立高校 3 年生文系クラスの 16 名。県内有数の進学校であり、すでに日本史探求の全範

囲を授業で既習済みであるため、踏み込んだ内容の授業を行うことができる。また、クラスの全員が大

学受験をすることを考えているため、普段から大学受験に合わせた授業を受けていて、受験に必要な知

識を得ることを望んでいる。 
B.授業実施 
対象校が１コマ 90 分制を採用しているため、90 分の講義型授業を実施。なお、授業最後の 5 分間

で ICT を使用した授業に関するアンケート調査を実施した。 
C.授業単元 
授業タイトルを「松方財政から見る政策の意図」と設定。明治時代初期から 1890 年代までの財政を

中心に取り扱う。 
D.使用教材 
詳説日本史、ウイニングコンパス日本史の整理と演習、スライド 46 枚(パワーポイント)、プリント

3 枚(B4 が 1 枚、B5 が 2 枚)。 
E.ICT 環境 
教室前方の黒板の中央真上に大型ディスプレイが設置されており、普段の授業内でも活用される機

会が多い。また、生徒たちは一人一台ノートパソコンを所有しており、ICT を使用することになれてい

る。 
F.本時の展開 
本時展開は、は導入、展開①、展開②、展開③、終結、アンケート調査と段階を踏んで行った。90

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

分授業と通常に比べて長い授業時間であるため、生徒たちの集中を切らさないように工夫が必要であっ

た。 

3-2.テテーーママ選選定定理理由由とと目目標標 
前述のとおり、対象生徒は日本史の範囲をすべて既習のため、研究授業のテーマを自由に選択するこ

とが可能だった。そこで多量な資料が必要かつ歴史的事象が複雑に絡み合う単元をテーマとして設定す

ることで、ICT の利点をより享受できる授業が作成できると考え、内容が多量かつ複雑な近代、自身の

経験から特に学習に苦戦した財政を中心に取り扱うことにした。日本史は近代になると特にテーマ史が

多くなり、歴史的事象のつながりと時系列が認識しづらくなるため、学習することが難しい。対象であ

る生徒たちは大学受験をするため、より難易度が高いこの単元で研究授業をすることによって、学習の

一助になることができたら幸いである。 
本研究授業を行うにあたって、目標を以下の二点に設定した。一点目は、グラフ、写真などの資料を

活用することにより効果的な説明を行うこと。二点目は、同時代の政治・経済・文化的事象が関連して

いることを生徒に認識させることとした。 
一点目の目標は、ICT を活用することによって得られる恩恵に由来する。ICT を使う利点として、数

多くの資料を教師の意図したとおりに自由に活用できる点がある。通常紙の教科書と資料集を使って生

徒と資料を共有しようとすると、ページを前後に往復したりする必要があったり、学校の机では資料を

展開するのに十分なスペースがなかったりと生徒に余分な負担がかかってしまう。その点 ICT は生徒が

顔を上げるだけで資料の共有ができる他、資料を指し示すことで強調的な説明を可能とすることができ

る。この利点を活用することで、通常の ICT を使用しない授業と比較すると多くの資料を負担なく使用

することができる。このアドバンテージを利用して、多くの資料を簡潔にまとめて効果の高い授業を行

っていくことを目標とする。 
二点目の目標は、現行の教材が抱える問題点に由来する。対象が通常授業を行う際に使用している教

材は、「詳説日本史」と「ウイニングコンパス日本史の整理と演習」である。特に「ウイニングコンパス

日本史の整理と演習」を中心に取り扱っているが、これは大学受験をする生徒向けの教材であるため、

学習量が多いテキストである。特に近代の単元は、前述のとおり学習が難しい単元となっている。理由

としては、近代になると外交や内政、財政、文化、工業、農業などそれ以前の時代に比べてテーマ史が

多くなっていることが挙げられる。同教材でも同様にテーマ史を細かく扱っており、それぞれのテーマ

別に年表を作っている。つまり、同じ年代のことをまとめている年表が複数存在しているということだ。

そのため同年代における歴史的事象の横の関連性を結び付けることが難しくなってしまっている。この

問題点を解決するために、資料として以下のグラフを使用した(図 1)。このグラフを適宜モニターに表示

し、年代と様々なテーマ史における歴史的事象を結び付けて解説することによって、歴史の横のつなが

りを強く意識して学習に臨めるように授業を行っていくことを目標とする。 

3-3.研研究究授授業業のの工工夫夫 
本研究は ICT を効果的に使用することによって、学習効果を高める授業を作成することを目的として

いる。ここでいう ICT の使用とは、主にパワーポイントで作成したスライドを用いて講義型の授業を行

うことを示す。ICT によって学習効果を高める授業を作成するうえで注意しなければならないことは、

2-2 でも述べたように、ただ ICT を便利なツールとして使うだけにとどまることを防ぐことである。そ

のために以下の二点に留意し、研究授業案を作成した。 
① スライドの表記 

スライドを教材に使用するメリットとして、情報を小分けにして整理することが可能であるこ
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

とが挙げられる。そのため一枚のスライドの情報量を極力簡潔にすることで、生徒が必要な情報

をスムーズに得られる効果を狙った。具体的には、文字資料のスライド(図２)は極力文字のみを使

用し、写真資料のスライド(図 3)は強調部を赤丸で囲うなど単純なエフェクトを追加するのみにと

どめた。他には、文字資料の強調したい箇所を赤色で表記したが、それ以外はシンプルな配列に

して、生徒たちに余分な情報を与えないように心がけた。 
加えて、単純な視覚的効果を高めることを意識してスライドを作成した。モニターを使用する

際には、教室どの角度から見ても不便の無いようにしなければならない。この際宇多(2022)を参考

にした。具体的にはフォントは MS ゴシックを用いて、最低 40 ポイントの大きさになるように作

成した。 

 

図 1 グラフ資料 図 2 文字資料一例 図 3 写真資料一例表 
 

② 生徒の集中 
ICT を活用した授業の懸念点として、生徒が見るだけの時間が多くなってしまう点が挙げられ

る。従来の講義型の授業では、板書を写すといった軽い作業を行っていることが多いが、これが

生徒の集中を切らさないことの一助になっていると考える。そのため生徒がスライドを見ながら

作業を行えるように、スライド準拠のプリントを作成した。 
さらに生徒が集中して授業を聞けるように、あえてプリントとスライドに不十分な箇所を設け

て、そこを口頭でのみ解説を行うようにした。このことを授業の冒頭で生徒たちに伝えることに

よって、解説をその場で聞く必要があると認識させ、集中して取り組むことを促した。授業後半

では論述問題を解くといったように授業内容を変化させ、気持ちを切り替えながら集中して学習

に取り組めるように試みた。なお、その論述問題は解説を理解したうえで自ら思考できているか

を評価することも兼ねた。 
上記のことを踏まえて、スライドとプリントを作成した。実際に資料を作成する際には複雑なフォー

マットやエフェクトなどは使用せず、必要最低限の機能のみを使用した。そもそも ICT を使うことに不

安のある教員は、まず資料作成段階から高い心理的ハードルがあると推測する。その不安を解決するた

めの指標として、上記の点を参考にしていただきたい。 

3-4.アアンンケケーートト調調査査とと結結果果 
研究授業内で単元の解説を終了したのち、生徒全員(16 名)を対象にアンケート調査を行った(図 4)。質

問は授業の評価に関して全７問行い、肯定、弱い肯定、弱い否定、否定の四件法の質問を 6 問、自由記

述での授業の感想を 1 問行った。質問１から質問 3 までは、これまで生徒たちが経験した、教員が ICT

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

を用いた授業に関しての評価を調査し、質問 4 から質問 6 までは、行った研究授業に対する評価を調査

した。さらに質問 1 と質問 4 は情報処理のしやすさ、質問 2 と質問 5 は理解度の高さ、質問 3 と質問 6
は参加意欲の高さをそれぞれ図ることをねらった、通常授業と研究授業で対応した質問を行い、そこか

ら研究授業と他の授業の比較を行っていく。 
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以上のアンケート結果から、以下のような分析を行った。 
質問１～３の回答のうち、「あまり思わない」と「思わない」と答えた生徒の数は非常に少なく、教員

が日頃より ICT を使用する授業をおおむね好意的にとらえている。対象校は高校 1 年生の時より一人一

台の端末を用いて授業を受けていたり、ICT を活用して授業を行う教員が多かったりと ICT を授業活動

に活用することに抵抗感は全くない。また、教員も ICT を使用する機会が多く、高い練度にて ICT を活

用して授業を行っていることもこの結果に寄与していると考えられる。 
そのうえで研究授業の評価を確認すると、すべての項目において通常授業に比較してより高い評価を

得ることができていた。特に質問 6 は質問 3 と比較して、2 倍の「思う」の評価を得ることができ、生

徒がまた受けたいと思えるような授業づくりに成功したといえる。 

3-5.成成果果 
上記のアンケート調査から、研究授業において以下の二点の成果を確認した。 
第一に、生徒が情報処理を容易に行えるスライドを作成することができた点 

である。質問１と質問 4 の比較より、本研究授業では学習するうえでの情報を適切に整理することを実

現できていたことを確認した。さらに質問 7 の自由記述では、「普段の通史の授業のときはコンパスを

視覚的に情報を学ぶのに使っているが、ICT を用いた授業ではより視覚的な情報が多くわかりやすかっ

た。」という肯定的な意見に加えて、「スライドでの授業を、見直したいものを見直せないという点から

あまりよく捉えていなかったが、用語集のプリントによりその点が改善されていて分かりやすかったで
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

とが挙げられる。そのため一枚のスライドの情報量を極力簡潔にすることで、生徒が必要な情報

をスムーズに得られる効果を狙った。具体的には、文字資料のスライド(図２)は極力文字のみを使

用し、写真資料のスライド(図 3)は強調部を赤丸で囲うなど単純なエフェクトを追加するのみにと

どめた。他には、文字資料の強調したい箇所を赤色で表記したが、それ以外はシンプルな配列に

して、生徒たちに余分な情報を与えないように心がけた。 
加えて、単純な視覚的効果を高めることを意識してスライドを作成した。モニターを使用する

際には、教室どの角度から見ても不便の無いようにしなければならない。この際宇多(2022)を参考

にした。具体的にはフォントは MS ゴシックを用いて、最低 40 ポイントの大きさになるように作

成した。 

 

図 1 グラフ資料 図 2 文字資料一例 図 3 写真資料一例表 
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

す。」というスライドの短所を教材の工夫によって補うことができていたことも確認できた。 
第二に、本研究授業での ICT の利用によって、より学習の理解度を深めることができた点である。質

問２と質問 5 の比較より、ICT を活用した本研究授業は、よりスムーズに授業内容を理解できるものだ

ったことを示している。質問 7 の自由記述でも、「今までは単に一つ一つの知識としてしか覚えていな

かった出来事が一連の流れとしてつなげて捉えられたり、因果関係を知ることができて面白かったで

す。」という意見をいただき、授業目標である「同時代の政治・経済・文化的事象が関連していることを

生徒に認識させる」を実現できたと評価する。 
上記のほかにも自由記述において、研究授業に関して多くの肯定的な意見をいただくことができた。

特に、歴史を流れで理解することができたといった意見が多く、おおむね想定通りの授業を行えたと考

える。一方では、解説する速度やスライドの移り変わる速度など授業技術に関する課題を指摘する意見

もいただいたので、今後の課題としていきたい。 
以上のことから、本研究授業は教員が適切に ICT を活用することによって、生徒の学習効果を高める

ことができる授業モデルであると評価する。現在 ICT を使用することが学校の中の多くの場面で求めら

れ、生徒たちの ICT 活用能力も世代ごとに高くなっている中で不安に感じる教員が多くいる。その不安

を解消し、自信をつけるためにもまず自分自身が活用することに慣れることを望む。その一助として、

この授業を参考にしていただきたいと考える。 

4．．今今後後のの展展望望 
前節までを踏まえて、研究授業の改善点とその修正案として以下の二点を挙げる。 
一点目は、研究授業で使用したスライドに関して、文字の情報量が多くなってしまう部分は絵で説明

するべきであったという点である。スライドに関しては、極力シンプルなスライドを作成していた(図 5)。
しかしその分説明する部分が多くなってしまい、一つのスライドを提示している時間で冗長な説明を行

っていた箇所があったと分析する。そのため生徒がスライドを見たときに、一目で説明の内容を理解で

きるような補足をする工夫が必要である。そこでスライドを一枚の絵として扱い、不足部分を言葉で説

明して補うといった方法をとるべきであった(図 6)。授業において単調な説明となってしまうことは、適

切な出力をもって伝えるという ICT 活用の本質から離れてしまうため、シンプルな情報と視覚的効果の

高いスライドを使い分ける必要がある。 
 

図 5 研究授業スライド 図 6 スライド改善案      

 
 

二点目は、資料の活用が不十分であった点である。今回授業の中で図１のグラフを中心資料として取

り扱い、明治の財政政策と関連付けて歴史的事象を説明することは出来た。しかしこのグラフを歴史的

事象の説明の補佐的な使用にとどまってしまったため、生徒自身で考えるといった機会を与えることが

不十分であった点から改善が必要であると考える。特にグラフと文字資料を交互に出して解説を行って

いたが、文字資料をモニターに提示して解説する時間が長くなってしまったため、相対的にグラフの提

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

示する時間が短くなってしまった。その結果生徒たちに資料を与えて、そこからどのように当時の経済

的情勢と歴史的事象が結びついているのかを生徒自身で考えるといった授業内目標を達成する時間を

十分に与えることができなかったと分析する。 
このことから、スライドの順番と表記にさらなる工夫が必要であったと考える。研究授業において、

生徒たちがシンプルに考えられるように文字資料とグラフを分けてスライドを作成することを心掛け

ていた。そこをまず、メインとなる資料をモニターに掲示して生徒に強烈な印象を残し、自ら思考する

時間を確保する。そのうえで同スライドに文字を後から表示させるといった形で、なるべく一つの項目

を説明する際に一つのスライドで完結させることを意識したうえでスライドを作成する必要があった。

しかしその際、スライド１枚の情報量が多くなりすぎてしまうと生徒にとってかえって理解が困難にな

る恐れがあるので、情報量と簡潔さのバランスを考慮しなければならない。 
上記を踏まえて、今後の展望としては「スライドを一枚絵としての作成」が挙げられる。具体的には、

スライドを作成する際に、情報を整理するために簡潔さを優先するのではなく、視覚的効果の高さと情

報量のバランスをとる必要があるということを考慮しなければならないということだ。簡潔さを優先す

ることばかり意識してスライドを作成すると、ただ教員にとって「便利な」授業となってしまう恐れが

ある。ICT を効果的に活用して「わかりやすい」授業を行うためには、従来の ICT を使用しない授業で

は実現不可能であり、スライドを使わなければできない学習を行うといった点で差別化を図り、教材を

作成していく必要がある。そのために、スライド作成時の最適な情報量のバランスについて調査してい

くことを今後の課題にしたい。 
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テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

す。」というスライドの短所を教材の工夫によって補うことができていたことも確認できた。 
第二に、本研究授業での ICT の利用によって、より学習の理解度を深めることができた点である。質

問２と質問 5 の比較より、ICT を活用した本研究授業は、よりスムーズに授業内容を理解できるものだ

ったことを示している。質問 7 の自由記述でも、「今までは単に一つ一つの知識としてしか覚えていな

かった出来事が一連の流れとしてつなげて捉えられたり、因果関係を知ることができて面白かったで

す。」という意見をいただき、授業目標である「同時代の政治・経済・文化的事象が関連していることを

生徒に認識させる」を実現できたと評価する。 
上記のほかにも自由記述において、研究授業に関して多くの肯定的な意見をいただくことができた。

特に、歴史を流れで理解することができたといった意見が多く、おおむね想定通りの授業を行えたと考

える。一方では、解説する速度やスライドの移り変わる速度など授業技術に関する課題を指摘する意見

もいただいたので、今後の課題としていきたい。 
以上のことから、本研究授業は教員が適切に ICT を活用することによって、生徒の学習効果を高める

ことができる授業モデルであると評価する。現在 ICT を使用することが学校の中の多くの場面で求めら

れ、生徒たちの ICT 活用能力も世代ごとに高くなっている中で不安に感じる教員が多くいる。その不安

を解消し、自信をつけるためにもまず自分自身が活用することに慣れることを望む。その一助として、

この授業を参考にしていただきたいと考える。 

4．．今今後後のの展展望望 
前節までを踏まえて、研究授業の改善点とその修正案として以下の二点を挙げる。 
一点目は、研究授業で使用したスライドに関して、文字の情報量が多くなってしまう部分は絵で説明

するべきであったという点である。スライドに関しては、極力シンプルなスライドを作成していた(図 5)。
しかしその分説明する部分が多くなってしまい、一つのスライドを提示している時間で冗長な説明を行

っていた箇所があったと分析する。そのため生徒がスライドを見たときに、一目で説明の内容を理解で

きるような補足をする工夫が必要である。そこでスライドを一枚の絵として扱い、不足部分を言葉で説

明して補うといった方法をとるべきであった(図 6)。授業において単調な説明となってしまうことは、適

切な出力をもって伝えるという ICT 活用の本質から離れてしまうため、シンプルな情報と視覚的効果の

高いスライドを使い分ける必要がある。 
 

図 5 研究授業スライド 図 6 スライド改善案      

 
 

二点目は、資料の活用が不十分であった点である。今回授業の中で図１のグラフを中心資料として取

り扱い、明治の財政政策と関連付けて歴史的事象を説明することは出来た。しかしこのグラフを歴史的

事象の説明の補佐的な使用にとどまってしまったため、生徒自身で考えるといった機会を与えることが

不十分であった点から改善が必要であると考える。特にグラフと文字資料を交互に出して解説を行って

いたが、文字資料をモニターに提示して解説する時間が長くなってしまったため、相対的にグラフの提

テテンンププレレーートトのの設設定定（（余余白白、、文文字字数数、、行行数数ななどど））はは一一切切変変更更ししなないいこことと

ここのの赤赤字字部部分分はは、、編編集集段段階階でで削削除除すするるののでで、、そそののままままににすするるこことと

示する時間が短くなってしまった。その結果生徒たちに資料を与えて、そこからどのように当時の経済

的情勢と歴史的事象が結びついているのかを生徒自身で考えるといった授業内目標を達成する時間を

十分に与えることができなかったと分析する。 
このことから、スライドの順番と表記にさらなる工夫が必要であったと考える。研究授業において、

生徒たちがシンプルに考えられるように文字資料とグラフを分けてスライドを作成することを心掛け

ていた。そこをまず、メインとなる資料をモニターに掲示して生徒に強烈な印象を残し、自ら思考する

時間を確保する。そのうえで同スライドに文字を後から表示させるといった形で、なるべく一つの項目

を説明する際に一つのスライドで完結させることを意識したうえでスライドを作成する必要があった。

しかしその際、スライド１枚の情報量が多くなりすぎてしまうと生徒にとってかえって理解が困難にな

る恐れがあるので、情報量と簡潔さのバランスを考慮しなければならない。 
上記を踏まえて、今後の展望としては「スライドを一枚絵としての作成」が挙げられる。具体的には、

スライドを作成する際に、情報を整理するために簡潔さを優先するのではなく、視覚的効果の高さと情

報量のバランスをとる必要があるということを考慮しなければならないということだ。簡潔さを優先す

ることばかり意識してスライドを作成すると、ただ教員にとって「便利な」授業となってしまう恐れが

ある。ICT を効果的に活用して「わかりやすい」授業を行うためには、従来の ICT を使用しない授業で

は実現不可能であり、スライドを使わなければできない学習を行うといった点で差別化を図り、教材を

作成していく必要がある。そのために、スライド作成時の最適な情報量のバランスについて調査してい

くことを今後の課題にしたい。 
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